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Abstract
 This study aimed to obtain useful suggestions for coaching, by clarifying the 
characteristics of changing the direction of A quick, by motion analysis.
 On applying motion analysis to a total of 6 middle blockers in university, or men`s V・
Challenge League specializing in quick attack, it was found that there was a difference in 
changing direction of A quick.
 This study obtained useful suggestions for coaching due to the above. To change 
the direction of A quick, there are three important methods: 1. changing direction by 
movement of the trunk rather than the shoulder joint, and shifting the impact point by 
half on the ball indirection in which the player wants to hit. 2. In case the player wants to 
hit the ball to cross, twisting the player’s body largely backward from takeoff to taking 
back and shifting the impact point to the right side, rather than hitting by turning, and 
stooping the trunk to transmit force to the ball for impact. 3. In case the player wants 
to hit the ball by turning, he does not twist his body backward from takeoff to taking 
back and shifting the impact point to the left side, rather than hitting to cross, without 
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stooping the trunk in order to obtain space for swinging, and bending the trunk to the 
left, in order to transmit force to the ball.




























から，セッターの前方，約 50cm～ 1 mの位
置で打つ Aクイック，約 2 m～ 3 mの位置で
打つ Bクイック，セッターの後方，約 50cm～




























































































































































































































































































































































図 11　右肩関節水平内外転角度（助走方向左） 図 12　右肩関節内外旋角度（助走方向左）
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3.10　インパクトポイント
　図 13は各助走方向からクロスとターンに打
ち分けた場合のインパクトポイントを示したも
のである。
　インパクトポイントでは左右方向において中
央および右からの助走でクロスがターンよりも
有意に右に位置していた。また，有意差は認め
られなかったものの，左からの助走でも中央お
よび右からの助走と同様にクロスがターンより
も右に位置していた。
　この理由として，クロスでは右にインパクト
ポイントをずらし，ターンでは左にインパクト
ポイントをずらしていたことが考えられる。
4．結論
　本研究では，クイックの中でも使用頻度の高
い Aクイックについて，コースの打ち分け動
作を 3次元画像分析法により分析し，キネマ
ティクス的に比較することで，その相違を明ら
かにするとともに，Aクイック指導に役立つ示
唆を得ることを目的とした。
　本研究の結果，クロスとターンに打ち分けた
場合に動作の違いがあることが明らかになった
ことから以下のような Aクイック指導への示
唆を得た。
①クロスとターンの打ち分けは肩関節よりも体
幹の動きによって行い，インパクトポイント
を打ちたい方向にボール半個分ずらす。
②クロスでは，インパクト時に体幹を後方に捻
転させたまま打つためにテイクオフからテイ
クバックにおいて体幹を後ろに大きくひね
り，インパクト時にターンに打つ場合よりも
インパクトポイントを右側に置き，体幹を前
傾させることで体重を乗せやすくする。
③ターンでは，インパクト時に体幹を前方に捻
転させるためにテイクオフからテイクバック
において体幹を後ろにひねりすぎずに，イン
パクト時にクロスに打つ場合よりもインパク
トポイントを左側に置き，体幹を前傾させな
いことでスイングスペースを確保し，体幹を
左傾することで体重を乗せやすくする。
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